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　令和７年度一般会計予算額は、前年度比44億5,700万円増の504億2,000万円、歳出の増減率は9.7％の増となり
ました。令和7年度は、昨年度に引き続き過去最高規模の予算額で、500億円を超えました。本年度の予算の特徴
として、第８次多治見市総合計画および市長マニフェストの着実な実行のため、積極的な予算編成がされています。
　予算科目別に見た前年度予算額との比較では、教育費が最も増額となりました。教育費は、前年度比約26億2,161
万円の増額で、笠原小中学校建設事業費や小学校ＩＣＴ整備事業費・中学校ＩＣＴ整備事業費などがあります。
　教育費に次ぐ増額となった民生費は、約８億9,023万円の増額で、子ども医療給付事業費や病児・病後児保
育事業費、第２子保育料無償化事業費などがあります。
　令和７年度は、市の機構改革により子どもに関わる組織が子ども健康部として再編され、予算についても、
18歳までの医療費無償化や第２子以降の３歳未満児保育料の無償化といった子育て政策に対して積極的な予算
編成がされました。
　以下では、令和７年度の事業の一部を紹介します。また、令和６年８月30日から９月13日までに開催した
決算特別委員会にて審査した結果を踏まえ、議会から市に令和７年度当初予算への要望書（10月25日）を提
出していますので、要望書に関する事業も一部紹介します。

子ども医療給付事業費（市単※）
� 4億1,073万円

子ども医療費について、18
歳までの医療費無償化に伴う
給付費です。安心して子育て
できるようにするための支援
を充実させるため、現行の子
ども医療費助成の対象年齢の
上限を15歳から18歳にまで
引き上げます。
※市の単独事業です。

第２子保育料無償化事業費
� 6,644万円
第２子以降の３歳未満児に係る保
育料無償化の実施を実施します

（令和７年度に新設された事業費
です）。

防災関係施設整備費� 2億6,200万円
地方債を活用し、避難所に指定されている陶都中学校および小
泉小学校の体育館に空調機を設置します。人口集積エリアにお
ける拠点避難所として避難所生活環境を充実させ、災害関連死
など避難生活に起因した二次災害の防止対策を推進します。

人口対策戦略関係費� 3,122万円
移住定住を促進す
るため、新たな支
援制度を開始する
ほか、シティプロ
モーションを一層
強化し、市の魅力
や知名度を高め、
本市への移住定住
につなげます。

【決算特別委員会第１分科会】

地域公共交通対策関係費
� 1億5,325万円
公共交通のニーズを捉え、既存の公共
交通機関を広く周知し、利用促進や運
行を維持するため、支援します（自動
運転レベル４実現に向けた調査およ
びレベル２実証実験の実施、バスチ
ケット65の実施）。

【決算特別委員会第２分科会】

母子保健事業推進費� 1億1,755万円
妊娠期から乳幼児期への切れ目ない
支援のため組織を強化し、充実させ
ます（１か月健診・新生児聴覚検査（確
認検査）に係る費用助成の開始や産
後ケア事業の利用枠などを拡大）。

【決算特別委員会第３分科会】

令和７年度の事業の一部を紹介

前年度比　44億5,700万円増

予算審議可決
令和7年度 一般会計予算の歳入歳出総額

504億2,000万円
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